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　皆さんは「ノルウェー」と聞いて何を思い浮かべますか。
オーロラ、フィヨルド、ムンクの「叫び」？ 実は今回めざし
たのは、同国北部にある「サルトストラウメン海峡の渦潮」
です。
　「鳴門海峡の渦潮」は、類まれな自然美と自然現象とし
ての価値を将来にわたって保全し、世界に発信するため、
世界遺産への登録をめざしています。調査を進めると多く
の発見がありました。一つは、潮の満ち干、海陸の地形な
どが見事に重なって渦潮が出来るメカニズムです。加えて、
大きな渦潮ができる地域が世界に複数あることも判明しまし
た。そして、世界遺産登録を有利に進めるため、それらの
地域と手を組んで申請する方策が浮上してきました。その
相手となる筆頭格が、幅 150 メートルの狭い海峡を流れる
激しい潮流からダイナミックな渦が生まれるサルトストラウメ
ン海峡です。
　きっかけづくりのため、この３月、本市で開催された「『鳴
門海峡の渦潮』国際シンポジウム」に、同海峡が所在す
るボーダ市と、その対岸でノルウェーの世界遺産暫定リスト
に登録されているロフォーテン諸島の関係者を招き、地域

南あわじ市長 守本 憲弘

ノルウェー訪問団 の特色などを話していただきました。そして、鳴門の渦潮をは
じめ、淡路島の観光地や産業関連施設を案内し、意見交換
する中で、さらに友好・協力関係を深めるため、淡路島から
ノルウェーを訪問することが合意されました。
　こうして、８月初旬、兵庫県、本市、商工会、漁協、観
光関係者からなる訪問団が、サルトストラウメン海峡の渦潮や
ロフォーテン諸島などを視察するとともに、今後の協力や友好
交流に向けたシンポジウムに参加し、意見交換を行いました。
　私は団長を務めさせていただきましたが、ピンネラッド・ボー
ダ市長も交えた昼食会では、渦潮の世界遺産登録に向けた
協力関係構築と、自然や産業など共通点を生かした両市の
友好交流を提案しました。ピンネラッド市長は、世界遺産に
ついては、まだ研究を始めたばかりでさらに検討を深めたい
とやや慎重でしたが、友好交流については、観光分野など
での協力に強い関心を示し、担当者間で実現に向け調整し
ていくこととなりました。
　このほか、ロフォーテン諸島の美しい自然を生かす観光政
策、サーモンの養殖場やタラの乾燥工場などの地場産業関
連施設の視察なども行い、団員皆が有意義な時間を過ごすこ
とができました。今後とも双方にとって実りのある交流を深め
ていきたいと思います。
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日時　9 月22 日 ( 日 ) 午前 11 時～午後４時
場所　吉備国際大学南あわじ志知キャンパス
内容　学科説明、施設見学、個別相談、AO 面談ほか
申込み・問合せ
　同大南あわじ志知キャンパス事務室☎ 42-4700
　※高校生、保護者の方は申込不要です

オープンキャンパスを開催

地域創成生涯学習講座　※要申込・無料

場所　同大キャンパス内大講義室（Ｃ棟３階）
申込み・問合せ　同大地域連携センター☎ 42-4708
９月開講講座
第 1 回　「植物の形づくり」
日時：9 月18 日（水）　午前 10 時 30 分～正午
講師：農学部地域創成農学科　准教授　桧原 健一郎

10 月開講講座
第 2 回　「麦飯、食べませんか？」
日時：10 月7 日（月）　午前 10 時 30 分～正午
講師：農学部地域創成農学科　准教授　氷見 英子
第 3 回　「健康と身体を動かすこと」
日時：10 月19 日（土）　午後 1 時 30 分～ 3 時
講師：社会科学部スポーツ社会学科　准教授　天岡 寛
第 4 回　「食べて健康に －食品機能の追求から－」
日時：10 月30 日（水）　午前 10 時 30 分～正午
講師：農学部醸造学科　教授　土井 裕司
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洲本市コミュニティバス（４往復便/日）
※１往復便（第１・２便）は「来川」止まり

洲本市コミュニティバス・
南あわじ市コミュニティバス
乗継バス停

南あわじ市コミュニティバス（７往復便/日）
※第12便のみ「沼島汽船場前」止まり

事業の基本計画について協議する委員ら
▲サルトストラウメン海峡の渦潮 ▲ピンネラッド市長との昼食会


